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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 令和７年度第１回長岡市高齢者保健福祉推進会議 

２ 開催日時 
令和７年 10月８日（水曜日） 

午後１時 30分から午後２時 20分まで 

３ 開催場所 アオーレ長岡東棟 ４階 大会議室 

４ 出席者名 （委 員）野口委員長 川崎副委員長 井佐委員 永井委員 

覺張委員 小林委員 横澤委員 佐々木委員 神保委員 

長谷川委員 高橋委員 郷委員 大倉委員 山﨑委員 

稲垣委員 舩越委員 米山委員 

 

（事務局）福祉保健部長 介護保険課長 福祉総務課長 

長寿はつらつ課長 健康増進課長 

長岡市社会福祉協議会常務理事兼事務局長ほか関係職員 

５ 欠席者名 鈴木委員 

６ 議題 

⑴ 第９期計画の進捗管理について 

⑵ 認知症施策推進計画の策定について 

⑶ 介護予防・日常生活圏域ニーズ調査の実施について 

⑷ 令和７年度市町村保険者機能強化推進交付金および介護保険保

険者努力支援交付金の結果について 

７ 資料 別添のとおり 

８ 審議の内容 

発言者 議 事 内 容 

介護保険課長補佐 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

○資料確認等 

〇会議の傍聴・公開についての確認 

 ※傍聴者なし。 

  会議が公開であることの説明。 

○委員訃報の報告 

○新任委員の紹介 

 

○新任委員あいさつ 

日頃、福祉関係の皆様には大変お世話になっております。この

ような会議への参加は初めてのため、よく勉強していきたい。よ

ろしくお願いします。 
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福祉保健部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

担当課長 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

福祉総務課長 

 

 

 

 

 

 

○福祉保健部長あいさつ 

本日はお忙しい中、委員の皆様にお集まりをいただきまして誠にあ

りがとうございました。 

早いもので、第９期計画を策定してから２年が経過し、折り返し地

点である。福祉保健部をはじめ関係課にて、計画当初の状況と現在の

状況にギャップや課題があるのかを精査しなければいけない時期で

ある。 

本日の議題でもありますけれど、次期計画策定の一つの基礎となる

市民、関係者へのアンケート調査、意識調査を予定している。 

また、次期計画において。新たに「認知症施策推進計画」を一体的

に策定したいと考えている。毎年９月が認知症月間であり、報道・新

聞等で御覧になっているかと思うが、認知症は誰もがなってもおかし

くない症状である。本人、家族、社会地域で理解し、生きやすい社会

を作っていくことが大きな課題である。 

高齢者、事業者を取り巻く状況は、決して楽観できることばかりで

はない。しかしながら、皆様の御意見を頂戴しながら長岡市の高齢者

の皆様が、関係事業者の皆様が、そして市民の皆様が生き生きと生活

のできるその土台を市としてもしっかり作っていきたい考えている。

本日はよろしくお願い申し上げる。 

 

（ここからは委員長が進行） 

〇議題(１)第９期計画の進捗管理について」事務局から説明願

う。 

 

（資料№１－１、１－２をもとに、健康増進課長、長寿はつらつ

課長、福祉総務課長、介護保険課長が主要事業を説明。） 

 

ただいまの説明、資料について、質問や意見はあるか。 

 

資料№１－１、１ページ「健康づくり認定サポーター」とあるが、

まだ正式に存在してないのか。そうであれば、今後どういう形で認定

していくのか。何か申し込みがあるのか、あるいは一定の基準がある

のかを教えていただきたい。 

 

「健康づくり認定サポーター」は、令和６年 11月に養成講座を実施

し、76名を認定サポーターとして認定した。サポーターの方々は、市

が実施する健康講座や健康診査、スポーツ教室など、健康づくりに関

する幅広い事業の運営をサポートいただいている。今年度もこれから

養成講座を実施する予定であり、76名のサポーターからサポート事業

等も実施してもらいたいと考えております。 
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委員 

 

 

介護保険課長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

長寿はつらつ課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

長寿はつらつ課長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料№１－１、６ページ「看護小規模多機能型居宅介護」の利用率

が高くないと説明があったが、ニーズはそれなりにあるのか。 

 

本サービスのニーズはあると考えております。ただ今回について

は、新規開設を予定していた事業所が、今年度の３月にずれ込んだ関

係で達成度が低かったと思うため、順調に推移すれば、令和８年度は

割と高い数字になると考えている。 

 

認知症予防のために、補聴器の補助金対象が 50歳から 74歳までと

聞いた。難聴は認知症リスクの大きな要因であると思う。75歳以上の

適用者が多いと考えるが、対象が 74歳までの理由をお聞きしたい。 

 

加齢により耳が遠くなることを理解いただけると思うが、その辺の

切り分けが難しく、加齢によるものなのかどうなのか、科学的な検証

を行っているところである。現在、新潟県で検証作業を行っており、

令和 10 年頃に結果が出ると伺っている。その結果が出るまでは踏み

込めないと考えている。 

 

本人の自覚がなく、ＭＣＩ（軽度認知障害）の段階で発見・受診さ

せることは非常に難しいと思う。近年、市で具体的な講演会を実施し

ているが、なかなかＭＣＩの人が参加してこないと思う。 

身近な人で事例があったため、ＭＣＩの段階で受診につなげること

の重要性や、早期治療することでアルツハイマーの症状を遅らせられ

ること、状態が元に戻る可能性もあることを、講演会だけでなく、多

くの市民に知らせる必要があると考える。 

 

おっしゃられた通り、働きかけにくい人への情報発信をどうしたら

いいのかと、我々も日々頭を悩ませているところである。 

我々のＰＲが不足していると思うが、ＭＣＩの講演会を市ホームペ

ージで公開した。そういった地道な働きかけを今後も取り組んでいき

たいと考えている。 

 

高齢者だけの世帯や独居世帯等は、認知症状をすぐに見つけてもら

いにくく、ホームページから情報収集ができない人が多いことから、

「ホームページを見れば講演会に行かなくても分かるはずですよ。」

とはいかないのでは。いろいろな世帯環境の人に向けて、きめ細やか

な政策が必要だと思う。 

早期発見のためのタッチパネル体験もあるが、症状がある人が医療

機関への受診につながるような支援が必要だと考える。聞いた話で

は、医療機関への受診費用を気にしているため、考えているほどの費

用はかからないことが分かれば、もう少し気楽に受診ができるのでは
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

長寿はつらつ課長 

 

基幹包括支援セン

ター長 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

介護保険課長 

 

委員 

 

 

 

健康増進課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

と感じている。 

 

私は小千谷市でケアマネジャーをしており、訪問先で利用者と一緒

にＡＣＰの冊子に記載している。長岡市からはこのような依頼がな

く、市役所や地域包括支援センターからも聞いていないため、ＡＣＰ

の冊子がどの程度まで浸透しているのかお聞きしたい。 

それと、地域包括支援センターの職員が自ら独居の高齢者宅等を訪

問して、地域とのつながりづくりに取り組んでいるという話を聞き、

非常にありがたい事業だと考える。今後もぜひ取り組んでいただきた

い。 

 

ＡＣＰ冊子は、医療機関を中心に配布している。 

 

ＡＣＰ冊子は、各地域包括支援センターにも周知したところであ

る。今は、地域の実情を把握するために、何かあったときにはすぐ駆

けつけられる関係性づくりに力を入れており、小千谷市のように、一

人ひとりと一緒に冊子に記入することはできていない状況である。引

き続き、冊子のＰＲはさせていただく。 

 

介護給付の適正化事業について伺いたい。大変なことだと思うが、

チェックはどのような方法で実施しているのか。手作業なのか、もし

くは機械等にかけているのかお聞きしたい。 

 

手作業で審査している。 

 

健康アプリについて、令和６年度末の登録者は 1,800名で、現在は

2,000 名を超えているということだが、想定していた登録者はどのく

らいだったのか。 

 

令和６年度 12月に開始し、３月末までの４か月間で、3,000人の登

録者数を目標にしていた。健康アプリは、40 歳から 64 歳までの働き

盛り世代の壮年期をターゲットにしている。運動習慣等の記録を可視

化し、日々の生活の中で行動変容につなげてもらいたくアプリを導入

した。健康情報など市民に役立つ情報を取得しながら、楽しんで運動

ができるとの声も聞かれている。当初は目標値に届かない部分もあっ

たが、右肩上がりで伸びているため、認知度を上げながら取り組んで

まいりたい。 

 

「安心連絡システム」について、登録申し込み数が増えたとのこと

だが、具体的なＰＲ方法や工夫されたことをお聞きしたい。 
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長寿はつらつ課長 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

長寿はつらつ課長 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

長寿はつらつ課地

域包括ケア係長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

これまでは、市政だよりを中心にＰＲしていたが、昨年度は市内全

域の各町内の回覧板にて回してもらったところ、より多くの方から登

録申し込みがあった。 

 

私は民生委員をしており、今の「安心連絡システム」と「フェニッ

クスネット」を地域の方にＰＲする手伝いをしている。実は私もフェ

ニックスネットに加入登録しており、非常に良い制度だと感じてい

る。 

消防署で聞いた話だが、フェニックスネットの活用事例で、救急隊

が到着してから出発するまでの時間が４分短縮できたとのこと。少し

の時間だと思われるが、消防署の方に言わせると、とても大事な４分

だという話をされていた。非常に良い制度だなと思うと同時に、この

10月１日から救急隊で、マイナンバーカードを使った同様の制度がで

きたというので、ぜひタイアップして、有効活用できると非常にあり

がたい制度だと思う。 

 

○議題(２)「認知症施策推進計画の策定について」事務局より説明

願う。 

 

（資料№２をもとに説明。） 

 

ただいまの説明、資料について、質問や意見はあるか。 

 

認知症の本人と家族との意見交換会を今年度中に開催とあるが、ど

のような形式で何回を予定しているのか、またどんな内容で実施する

のかを決まっている範囲内でお聞きしたい。 

 

意見交換会は、11月に開催を予定しており、準備を進めている。「認

知症の人と家族の会」メンバーの方や、オレンジカフェ、一体的支援

事業に参加いただいている家族の方に声掛けしている状況である。内

容は、茶話会形式で、日頃苦労している点や、こうなったら良いなと

思っていること、日常生活で感じていることをざっくばらんに聞きた

いと考えている。 

 

ネガティブな意見だけではなく、前向きな意見や、今現在の進行形

の実際の状況なども把握できれば良いと思う。 

 

私は「認知症の人と家族の会」の世話人をしている。本人と家族が

膝を突き合わせて、ニーズ等を聞くため、月に３回、オレンジカフェ

にて会を開催しているが、本人と家族が一緒に来られた場合は、本人

の本音を聞くのは非常に難しいと思っている。 



 - 6 - 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

長寿はつらつ課長 

 

 

 

 

委員 

 

長寿はつらつ課長 

 

 

 

 

野口委員長 

 

 

介護保険課長 

 

野口委員長 

 

委員 

 

 

 

介護保険課長 

 

 

 

 

委員長 

 

 

同じ会場で話を聞くことが良いのか、同じ時間帯に個別に聞くこと

が良いのか、留意しながら進めていただきたい。 

 

認知症サポーター養成講座の開催頻度はどのくらいなのか。サポー

ター制度が周知されていくと、認知症本人やその家族にどういった接

し方が良いか、また家族が認知症になった場合も、ある程度知ってい

るかどうかでずいぶん接し方が違うと思う。 

私も「サポーター養成講座」を申し込み、勉強させていただくが、

どのくらいの方が受講されているのかをお伺いしたい。 

 

正確な数字が手元にないが、累計で約３万人が受講している。 

受講者に毎回アンケートを実施するが、「今まで接し方がちょっと

自分は間違っていた」、「否定するんじゃなくて、肯定から入るアプロ

ーチがあり、新たな視点が開けた」といった声をいただいている。 

 

受講者がステップアップするための講座はあるのか。 

 

認知症サポーター講座からステップアップし、「認知症キャラバン

メイト」になると、先ほどの認知症サポーター養成講座で講師を行っ

てもらっている。今後、キャラバンメイトも増やしていきたいと考え

ている。 

 

○議題(３)「介護予防日常生活圏域ニーズ調査の実施について」

事務局より説明願う。 

 

 （資料№３－１、３－２をもとに説明） 

 

ただいまの説明、資料について、質問や意見はあるか。 

 

質問ではないが、今朝、これをやってみたところ、質問数が多

く、答えづらい質問もあり、途中で嫌気がさしてしまう印象だっ

た。 

 

意見を踏まえて再検討するが、前回よりも 12 問程の質問数を減ら

しているところ。それでも質問数が多かったかもしれないが、質問を

さらに減らすと、この調査の内容が少なくなるため、調整させていた

だきたい。御意見ありがとうございます。 

 

○議題(４)「令和7年度市町村、保険者機能強化推進交付金および

介護保険保険者努力支援交付金の結果について」事務局より説明願

う。 
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長寿はつらつ課長 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

介護保険課長 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員長 

 

 

介護保険課長補佐 

 

（資料№４をもとに説明） 

 

ただいまの説明、資料について、質問や意見はあるか。 

 

介護保険事業所として、介護予防にこれから力を入れていきたいと

考えている。事業所が積極的に介護予防の運営ができる体制づくりに

行政からの支援をいただきたい。 

 

 全体を通して、質問や意見はあるか。 

 

今の介護保険サービスの種類があまりにも多すぎて、市民の皆様に

はわかりずらい。事業所側も非常にわかりにくいと考えている。広報

の仕方に工夫が必要と考える。 

 

「なるほど介護保険」という冊子を作っているため、そのなかで

詳しく表記する等工夫し、違いがわかるようにできればと考えてい

る。 

 

当法人は、市内で唯一、看護小規模多機能型居宅介護を運営してい

る。当該サービスならではの特性やメリットを、行政と連携しながら、

運営事業所自身が地域に向けてＰＲしていきたい。 

 

それでは進行を事務局にお返しする。 

 

（ここからは事務局が進行） 

長時間にわたり、活発に審議いただき感謝申しあげる。ありがと

うございました。 

 

〇閉会 

 

 

 

 


